
材料
・１０個区切りのボックスケース
・カラーフェルトボール
・色と数字の書かれた紙

確実になってきたら、ボールの数を増やしたり、文字だけで色
を選んだりと応用できるよう工夫した。

・個別学習の時間なので、自分で取り組み、できたら報告する
よう伝える。
・教員と一緒にボールの色と数量を確認する。

材料・製作
上

のポイント

・今回の教材は１～５までの数にしたが、確実になってきたら
数を増やしても良い。
・ボックスの下に書かれている色と数の紙は動かせるようにし
ているため、定期的に場所を変えられるようにしている。

特徴
・

留意点

知的障害教育部門部　門

ねらい
・１～５までの数字と数量を確実にする。
・手指の巧緻性を高める。

教材名

教　材　紹　介　カ　ー　ド 教科等 国語数学

写　真

指導内容
・

指導方法

数字と数量のマッチング


